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1. 背景 

花き産業の課題として，切り花の日持ち性向

上がある。この課題に対処するため，水に放電

処理（スパーク放電）を行うことによって，植

物の栄養となる成分を含む水（プラズマ栄養

水）を製造する技術開発を進めている。プラズ

マ栄養水にはNO3
-およびH2O2が含まれており，

これらは日持ち性を向上させる効果があるこ

とが示唆されている[1,2]。しかしながら一方で，

同様に放電処理で生成されるNO2
-は日持ち性

を悪化させることが示唆されている。日持ち性

のさらなる向上のため，NO3
-およびH2O2を効率

的に形成し，NO2
-を減少させる手法を確立する

必要がある。そこで本研究では，放電長を変化

させた時の各種溶存物質の生成量の変化を検

討した。 

 

2. 実験方法 

電極が3本の装置（自作装置）を使用し，大

気電極と水面の距離を3，5 mmに設定した。放

電付近の雰囲気は開放状態である。使用する溶

液は，水道水で150 mlとした。放電処理は60分

とし，その後30分毎に測定した。測定した成分

は，NO3
-，NO2

-，H2O2，O2の濃度およびpH，水

温，導電率である。O2はNO2
-が減少する反応に

寄与するため測定している。 

 

3. 結果と考察 

自作装置における60分間放電を行ったとき

のNO3
-およびNO2

-の濃度の時間変化を図1に示

し，H2O2およびO2の濃度の時間変化を図2に示

す。図2では，NO3
-，NO2

-ともに放電長5 mmの

とき濃度が高くなった。また，図2では，放電

長3 mmのときH2O2濃度が高くなったことがわ

かる。これは，放電長を長くすることで，陽光

柱も長くなったためと考えられる。陽光柱が長

くなることで，よりNOxが生成[3]され，この気

相中のNOxが水に溶解することで多くのNO3
-，

NO2
-が生成される。この多く生成したNO2

-によ

りH2O2がより多く分解[4]される。したがって，

5 mmのときH2O2濃度が低くなると考えた。今後

は，NO3
-濃度を保持したまま，H2O2濃度をより

確保する手法を検討していく。 

 

 
図 1 異なる放電長における NO3

-および NO2
-の

濃度の時間発展 
 

 
図 2 異なる放電長におけるH2O2およびO2の濃
度の時間発展 
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